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府立花園高等学校
校長　中原　光子

平成31年度　学校経営計画及び学校評価
１　めざす学校像
	生徒も教職員も生き生きと学び続ける学校
１．全ての生徒が進路希望を実現するために学力の向上を図るとともに、将来を見据えた進路選択を促し、キャリア形成を支援する
２．授業、学校行事・部活動、探究学習等のすべての教育活動を通じて、たくましく、しなやかにグローバル社会を生き抜く力を育む
３．英語・第二外国語の習得や多文化理解教育を通して、多様性を認め、世界の課題に対して当事者意識を持ち、多文化共生を推進する人材を育てる


２　中期的目標
	１．すべての生徒の進路希望実現とキャリア形成支援
　（１）新学習指導要領を踏まえ「主体的・対話的で深い学び」につながる授業の実践による学力の向上
　　ア　授業アンケートの結果を踏まえた改善を進め、互見授業・公開授業・研究授業等を通じて組織的な授業力向上の取組みを行う
　　イ　到達度テスト（国数英）等を活用し、授業と自学自習により、１・２年次において基礎学力の定着をはかる
　　ウ　自学自習の習慣を確立する　　小テスト・朝学・補習・講習・教育産業の実力テストや動画学習・講座等様々なアプローチをする
　（２）キャリア形成の段階的支援（社会に開かれた教育課程の実践）
　　ア　進路指導部を中心に、進路指導戦略を明確にし、その共有のもとに効果的な進路指導を行う
　　イ　「総合的な探究の時間」を進路探究とし、社会や世界の課題に目を向け、SDGｓと関連づけ地球の一員として当事者意識を持って考え、自分の可能性を探るなかで、将来を見据えた進路選択を促し、自分のキャリアをデザインする力を育む
　　ウ　探究的な活動を通じて、視野を広げ、未知なるものに果敢に挑戦し、意見の交換・調整を通して仲間とともに課題を解決する力をつけ、自尊感情を高め、予測不能な21世紀社会を生き抜く力を育む　　（平成29年度学校経推進費）
　（３）社会性の育成と学習環境の整備
　　ア　挨拶の励行などのマナーや遅刻防止・TPOに合せた服装等の指導を推進し、社会性を育む
　　イ　様々な教育活動を通じて、自他の人権を尊重する態度を養う
　　ウ　校内美化を推進し、落ち着いて学習に取り組むための清潔、快適な学習環境を保つ
　　エ　施設の改善や教科指導に活かせるよう、限られた予算を効率よく使い、節減に努める
　　　※2021年度までに「学校教育自己診断」の生徒の肯定率「自学自習の習慣」50％台後半に(H30:49%)、「進路意識の確立」80％台(H30:77%)、「人権を尊重する学び」の肯定率80％後半に（H30:83％）とする。また、国公立大と難関私立大（関関同立近以上）の合格者数100をめざす。さらに、探究的な学習を継続的に行い、卒業時の生徒ｱﾝｹｰﾄ「探究学習を通じて成長できた」の肯定率90％以上とする。
２．多文化共生を推進する人材の育成（国際教養科の再編に向けて）
　（１）多文化理解教育の一層の充実
　　ア　留学生や姉妹校との交流の推進、多文化社会との交流、フィールドワークやボランティア活動への積極的参加等を通して多文化共生について深く考え、課題の解決に協働して向かう姿勢を養う
（２）両学科ともに英語四技能を総合的に伸ばす英語教育の充実を図る
　　ア　四技能を総合的に伸ばす指導方法を研究するとともに、ネイティブ英語教員を最大限に活かせる英語教育体制を構築する
　　イ　英語学力調査スコアのレベル４以上、TOEIC受検等資格取得に挑戦させる
　　ウ　国際理解教育を推進し、生徒の視野を広げ、海外語学研修や留学に挑戦させる
　　　※2021年度までに、「学校教育自己診断」の生徒の肯定率「英語教育・国際理解教育の充実」90％台維持（H30:95%）また、英語学力調査スコアのグレード４以上を30％台に（H30:27.2％）
３．地域との連携や社会との繋がりによる人間力の育成
　（１）自主的な活動の活性化
　　ア　学校行事や部活動を通じて、コミュニケーション力、調整力を養い、良好な人間関係を構築する力を育む
　（２）生徒会活動の充実
　　ア　学校行事の活性化を通じて、生徒の自尊感情を高めるとともに、自主・自立の力を育む
　　イ　ボランティア活動や国際交流、地域との交流を通じて社会との関わりの中で成長させる
　　
　　※2021年度までに、「学校教育自己診断」の生徒肯定率で、「生徒会活動に積極的に参加」を85％以上に（H30:83%）、「部活動が活発」を90％台維持(H30:90%)
     「友好的な人間関係の構築」90％台維持(H30:94%)を目標とする。
４．学校力の向上
　（１）組織で課題に取り組む体制づくり
　　ア　運営委員会を中心に、課題の明確化、情報の共有、組織間の連携を促進し、教職員一人ひとりが学校経営参画意識を持つ
　　イ　ミドルリーダーの育成、経験の少ない教員の校内研修等、教員力の向上に努める
　　ウ　働き方改革　一斉退庁日の徹底　クラブ活動の休日付添いを複数顧問で分担する等、負担緩和を図る。
　（２）広報活動の充実
　　ア　学校の魅力を発信するWebページの充実と説明会の内容充実、「花園PRESS」の活動の発展等学校全体で推進する
　　※2021年度までに、「学校教育自己診断」の教職員の肯定率「組織が有効に機能」70％台に（H30:69%）「各組織の連携」50％台維持（H30 :53%）







【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和元年11月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	・生徒において唯一50％（以下数字は肯定率）を切る「家庭学習の週間」
42％について、教科や学年団等での取組みの工夫は進んでおり、辛抱強く取り組んでいきたい。
・教員において、昨年度末から今年度にかけて指導の共通理解を深めた生徒指導については、前年度急激に落ち込んだものが今年度は17ポイント上昇して55％となった。教職員の入れ替わりが進み、特に昨年度より、貴平均年齢が下がってきているので、組織の中のすべてにおいて共通認識を深めたり、個々の教職員に全体を見る視点が必要だと思われる。




	第１回（６月４日）
・求められる学力が変化する中で本校の素晴らしい探究の取組みがますます充実することを願う。
・花園高校は自由な校風が人気であるが、その自由の意味をはき違えないようにすることが肝要。今のTPOに応じた行動ができる生徒を育てる教育を続けてもらいたい。
第２回（11月21日）
・新しい試みや教育が進んでいると感じた。探究学習は外部の力をうまく使っているのが素晴らしい。生徒が動ける仕掛けを工夫していると感じた。
・学科改編いついては、費用面も含めて教育委員会に応援してもらわなければならない。
第３回（２月25日）
・動画視聴等のICTの活用はうまく誘導してあげれば有効。 
・探究学習において生徒の成長を感じる。 
・校外での発表は貴重な体験。フィールドワークも取り入れた取組みがよい。 
・公私の切磋琢磨というが決して同じ条件になっていない。行政が考える必要あり。 


３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標
	自己評価

	１．すべての生徒の進路希望実現とキャリア形成支援
	(１)学力の向上
ア授業力向上の取組み




イ１・２年次での基礎学力の定着


ウ自学自習の習慣の確立


(２)ｷｬﾘｱ形成の段階的支援
ア効果的な進路指導の実践



イ進路探究の推進











(３)社会性の育成と学習環境の整備
ア挨拶の励行とﾏﾅｰの徹底
ウ校内美化の推進
	(１)
ア・授業の「めあて」「振り返り」を明確にし、
　生徒が考えたり、意見を発表・交換する場面
を取り入れる等の工夫をする
　・互見授業・公開授業・研究授業を促進し、授業の課題解決への議論を活発に行う。
イ・１、２年次各２回到達度テスト（英数国）を全員実施し、分析会を行い基礎学力の定着の取組みを行う。

ウ・学校全体で、自学自習の習慣確立の手立てを考え、その共有のもとに、各教科・学年で
　　様々なｱﾌﾟﾛｰﾁをする。

(２)
ア・新入試への対応も含め、進路指導部を中心に指導計画の明確化

　・ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの指導体制を構築
　・小論文やﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ等の指導体制の強化

イ・ﾋﾞｼﾞｮﾝﾁｰﾑと進路指導部・各学年との連携を強め、より効果的な取組みとする。
　・『クエスト』の１・２学年での実施
　・『HANAZONO進路探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ』の改善・発展させ、SDGｓと関連させた新たな探究プログラムの策定






(３)
ア・挨拶の励行とマナーの徹底
　・遅刻防止指導の強化


ウ・保健委員会の活性化
　・ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｷｬﾝﾍﾟｰﾝの定着

	(１)
ア・授業ｱﾝｹｰﾄ　「授業計画」3.3以上(H30:3.31)「知識・技能が身についた」3.15以上(H30:3.18)
・全教科授業公開し、授業について検討の機会をもつ
イ・分析会年２回実施と定着の取組体制の構築
ウ・学校教育自己診断「自学自習の習慣がついた」50％以上(H30:49%)

(２)
ア・新たな三年間の進路指導計画完成と教員間での共有研修実施
・ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの電子化　
・小論文等研修２回実施
　

イ・探究と進路指導の効果的な取組みの実施
　・探究の学年発表会実施
  ・新たなﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの完成
　・学校教育自己診断生徒肯定率　「進路意識の確立」70％台後半維持(H30:77%)　生徒ｱﾝｹｰﾄ　
　　「探究学習を通じて成長した80％台後半維持（H30:88.4%）
（３）
ア・挨拶運動　２回以上
　・年５回以上遅刻者(H30:30%)に重点指導を行い、30％を切ることをめざす。

ウ・美化点検各学期１回
　・保健委員会との連携によるｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟの実施
	(１)
ア・「授業計画」3.38「知識・技能が身についた」3.26（◎）
・全教科での授業公開、教科内だけでなく教科を超えて「授業力向上のための校内研修」を実施し、ｾﾝﾀｰの研修参加の教員がﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰとなり、ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議・共有を行った（◎）
イ・分析会２回実施　英数国教科担当者で、結果をもとに話し合ったり、学年進路中心に取り組む体制は定着（◎）
ウ・学校教育自己診断肯定率【以下自己診断( )内H30】生徒42％(49%)と微減だが、教員71％（65%）と教科や学年での取組みは昨年度よりきめ細かくなっている(△)
(２)
ア・大学入試改革の変更に合わせ修正し、総括で共有(○)
　・各学年担当を決め電子化　ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄとしても活用予定(◎)　
・小論文等研修２回実施(○)

イ・進路探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが進路決定につながるｹｰｽも増えた。次年度さらに「総合的な探究の時間」とのﾘﾝｸした取組みを行う(◎)
・各学年発表会を実施。２年では初めてﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ形式を行う(◎)
・SDGsと関連した計画完成。１年でSDGｓについて学ぶと同時に、探究の基礎を学びながら、視野を広げさせる。２年では、地球上の課題に目を向け、修学旅行等でﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸを行い、当事者意識を持って課題解決に取り組む。次年度実施(◎)
・自己診断「進路意識の確立」77％(77%)(○)
　生徒ｱﾝｹｰﾄ「探究学習を通じて成長した」93.5%（88.4%）(◎)
(３)
ア・挨拶運動　２回実施(○)
　・年５回以上遅刻者 21.5％(30%) 大幅減(◎)
例年に比べ、３年生の遅刻が少なかったことは評価できる。
ウ・美化点検各学期１回　(○)
　・保健委員会との連携によるｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟの初実施　これまで生徒会執行部とクラブ員のみ参加だったが、全校生徒に呼びかけ保健員会とﾀｲｱｯﾌﾟして実施することができた。(◎)　

	２．多文化共生を推進する人材の育成
	(１)多文化理解教育の一層の充実




(２)英語教育の充実
ア四技能を総合的に伸ばす指導方法の研究

イ英語外部検定



ウ海外語学研修や留学の奨励
	(１)
ア・多文化共生について考える機会を様々な場面で設定し、理解を深める



（２）
ア・英語WGを中心に、四技能を総合的に伸ばす各科目の授業内容・方法のさらなる検討


・GTECの指導体制の確立
　・TOEICに挑戦させる


ウ・海外語学研修　事前・事後指導の充実
　・留学説明会の実施
	(１)
ア・国際交流の機会の増加３回以上（H30:２回）
　・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の実施

（２）
ア・WGを中心に昨年度検討した内容を補完し、完成

　・GTECｸﾞﾚｰﾄﾞ４以上20％台維持（H30:27.2％）
　・TOEIC講座の実施


ウ・海外語学研修後の発表の機会　２回
　・留学説明会開催
	(１)
ア・国際交流の機会 １回　※韓国の姉妹校との交流予定（11月・３月）は国際情勢により中止、ｵｰｽﾄﾗﾘｱの姉妹校の来校が都合により中止となった。(△)
・探究のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑや地域との交流で実施　３回(◎)

（２）
ア・入試制度の変化や国際文化科への再編を受け、さらに検討を継続する(○)

・今年度は４技能を受検（昨年度は３技能）４技能はｽｺｱ表記なので、ﾄｰﾀﾙｽｺｱ740以上に相当する。
51.3％(◎)speakingのｽｺｱがよいためと思われる。
・TOEIC講座　年２回実施(○)
　・
ウ・海外語学研修発表の機会　２回(○)
　・留学説明会開催　６月20名程度(○)

	３．地域との連携や社会との繋がりによる人間力の育成
	(１)自主的な活動の活性化
ア良好な人間関係の構築




(２)生徒会活動の充実
イ社会との関わりの中での成長
	(１)
ア・生徒会執行部を中心に、各種委員会の活性化
　・部活動の活性化




(２)
イ・様々な活動に積極的に参加させ、社会との関わりの中で、人間力を鍛える　
	(１)
ア・学校教育自己診断の生徒の肯定率「行事へ積極的に参加」80％台維持（H30:83%)
・部活動入部率70％前後(H30:72%)

(２)
イ・学校外での活動の機会　
　５回以上(H30:５回)

・学校教育自己診断の生徒の肯定率「良好な人間関係の構築」90％台維持（H30:94%）
	（１）
ア・自己診断「行事へ説教的に参加」83％(○)

　・部活動の入部率は減少傾向にある。入学式後すぐにクラブ体験期間を設定し、一定入部には効果をあげているが、定着が難しい。68％(72%) (△)

(２)
イ・学校外での活動の機会７回　(◎)
　　地元商店街、障がい者施設、保育園、大学２　
　　高齢者施設、あいりん地区等
　地域活性ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動、探究の取組み等
　・自己診断「良好な人間関係の構築」95％(◎)


	４．学校力の向上
	(１)体制の強化
ア学校運営参画の推進






イ人材育成





(２)広報活動の充実


	(１)
ア・２名の首席が、各担当を統括し、情報の共有や連携を促進する
　・運営委員が、各分掌・委員会において、課題の共有、議論の活性化に勤め、組織としての動きをスムーズにする
・PTやWGに多くの教職員が参加できるように人材を配置する

イ・PTやWGのﾘｰﾀﾞｰや取組みの中心を担うなど、
　　経験を積む機会を増やす
　・校内研修や勉強会、各取組みを通して、経験の少ない教員の力を高める


(２)
ア・Webﾍﾟｰｼﾞの充実
　　　
　・「花園PRESS」の活動の充実
	(１)
ア・学校教育自己診断の教員の肯定率「組織の連携」50％前後維持(H30:53%)「
　組織が有効に機能」60％台維持(H30:69%)
　・PTやWG参加教員数：のべ30名以上(H30:37 名)
イ・新たな人材の活用：10名
　・研修・勉強会　各学期１回　



(２)
ア・中学生向けﾍﾟｰｼﾞの情報更新：毎月２回以上
　・「花園PRESS」
　校内案内ﾓﾃﾞﾙ作成
　効率よく効果的に校内を案内するためのﾓﾃﾞﾙｺｰｽ


	(１)
ア・自己診断「組織の連携」47％　「組織が有効に機能」59％　(△)　※一方で、「各種委員会の機能」が12ﾎﾟｲﾝﾄｱｯﾌﾟしており、次年度に向けて総括して活かしたい。

　・のべ40名　実人数33名と大幅増(◎)　


イ・新たな人材：10名　(○)
　　ﾗｸﾞﾋﾞｰW杯ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ主担や探究PT等で活躍
　・各学期１回以外に、学校外の研修（探究、主体的・対話的で深い学び、進路指導）へ参加する教員が増えた。(◎)

（２）
ア・情報更新：かなり小まめに更新を行う(◎)

　・校内案内ﾓﾃﾞﾙｺｰｽも定着し、PRESSも意欲的に
　　活動し、説明会でも好評(◎)
　　



